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間 1 臼本語指導に関わる中＠高＠大＠読の連携

ぼ毎日のように行われてきた（図 l

を身に付けさせることはもちろんのこと、

ることは、極めて時間と

みならず、授業の内容が理解できなし

日本語で説明し直したり、授業の取り

たり、 2002年の 3月にルーマニア出身のAく

んが本校の中学校3年生への編入試験に合格

するなど、留学生が単なる「体験入学jを希

望するのではなく、正規に在籍することを希

望する流れが生じている。このことにより、

留学生が本校の全教育活動にスムーズに参加

できるようにするため、多方面にわたる全面

的な支援が必要となってきた。

とりわ のが、留学生に対する日本

語サポートである。本校は名古屋大学の構内

るため、名古屋大学が持つあらゆる

知的＠人的＠物的資源を活用しながら教育活

動を行うことが可能である。留学生支援に関

しでも、そのことは決して例外ではないこと

から、留学生に対する「日本語の語学指導J

と「教科補充Jを、名古産大学からの協力支

援をもとに、大学院国際言語文化研究科の大

ランティア諸aの好意と熱意によっ

司常生活において悶らない程度の日本

いていけるだけの

ある。また、自本語指導の

き留めた板書の内容を平易な

時には、メンタル＠フレンドとし

ランティアの大学院生諸氏の業務は極め

具体的内容や苦労、問題点、学校側に対する

ど無かった。

ノート

どのスタデイ＠スキルをトレーニングしたり、また、

し椙手になってやったりと、

内容をカバーするようになってしまった。その

どについては、これまで報告される場がほとん

そこで、 においては、本校に正規の生徒として在籍する外国人留学生KくんとAくんの日本

ランティアを長きにわたって務めてくれた大学院国際言語文化研究科の院生5名に、それ

ぞれの指導経験から得た問題関心について、指導実践の報告をおりまぜながら論じてもらうことに

する。 6名の執筆者がそれぞれの観点から別個の問題について論じることから、全体として

牲の之しい構成となるかもしれないが、本校における留学生支援に関わる問題点や課題が多角的に

分析できる点において、一定の意義を持っと評価されることを期待するO
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ったり、その言葉自

ほとんどないよう

にあがった。

ると、

るんでい

ることと廷とんどイコールであるという点も、 Kくんにとって

かえって国語に自てくる語嚢は文脈から

されていて、百

ること自体が、
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いものだといそ

える。

2. 2. 2. 
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していたと言っても過言はないだろう。
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てだけならば規則を覚えて答えることもできるが、それが文章に埋め込まれると理解できないよう

だった。試験の際にも、動詞の活用はできても、現代語に訳するという問題になると、手をつけて

いなかった。

2. 2. 3. 考査での開題

は基本的に、問題の内容が理解できているかどうかで、その生徒の能力が測られる。しかし、

日本語を母語としない生徒にとって、考査の際に、問題の内容よりも質問される自本語が理解でき

ないという問題が出てくるO 特にその問題は英語や数学など、一般に日本語の能力とはあまり結び

つかないと思、われる教科においても出てくる。

Kくんの場合も、英語については日本の高校生と同等もしくはそれ以上の能力を持っているが、

教科としての英語の試験では赤点に近い点数を取った時があった。その理由を聞くと、「英語の意

味はわかるが、日本語の嚢聞の意味がわからなかったjということだった。特に試験では決められ

た時間内に問題を解かなくてはいけないということもあり、日本語を理解して問題に答えるため、

時間が足りなくて半分しか問題が解けなかったということもあるO

2. 3. 問題に対する考察

2. 2. では、 Kくんの教科学曹の問題点を、教科特有の単語、古典、考査、という 3点から見

てきた。以下においては、そこから見えてきた問題点に関して考察していくことにするO

2. 3. 1 .ストラテジーを利用した対策

したような世界史や倫理のような単語は、外国人生徒だけではなく、日本語を母語とする

徒にとっても理解しがたいという岳もある。しかし、日本語を母語とする生徒は通常は授業中に教

師の説明を聞き、そこで教科書の内容を把握し理解を深めていくという過程で理解していくが、 K

くんのように日本語を母語としない生徒にとっては、教師の説明が十分に理解できないという場合

がある。授業中の教師の説明がわからないということが積み重なると、さらに自分で学習しようと

しても理解できなくなってしまう。

Kくんは、授業中に教師が板書したことはすべてもらさずにノート き写しである。しかしそ

こでノートに書いてある単語の意味を聞くと、全くといっていいほど理解していない。 Kくんは日

はこなすことはできるが、日本語を書くことにはまだ時間がかかり、特に漢字にはまだまだ

こずっているようである。現在のKくんの弓本語能力から考えると、授業中に教師の説明を開き、

しながら、板書を全てノートに書き写すといったことはやはり手に余るのだろう。

矢崎（1998）は、外国人児童は、文章の中でのわからない漢字や語を、省略＠類推＠ き換

え＠キーワード読みなどの様々なストラテジーを使い、理解していると報告しているO Kくんの

習の犠子を見ていても、教科特有の用語でも、文脈から類推して理解するといった、ストラテジ

を利用している傾向は見られる。しかし、世界史や倫理等の用語が羅列されているような教科書で

は、そのようなストラテジーを利用することは囲難であるようだ。

矢崎 (1998）によると、教科学習の学習者のストラテジーを利用した学習支援として、①文の大
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を報告しておく。これは、 Kくん用の特別の問題を教師が用意してくれたことによるO Kくんの能

力を日本語の能力という枠組みからだけではなく、総合的に判断するという教師の姿勢は、 Kくん

にも十分伝わっていたと思う。点数を報告してくれたKくんのうれしそうな顔が印象的だった。

CJ 11上尚恵）

3. 日本語を話す練習－ Kくんとの日本語の勉強を通して

昨年12月、ベトナムからの留学生Kくんが日本語能力試験2級に初めて挑戦し、見事合格した。

日本語をゼロから勉強し始めて、約 1年 2～3ヶ月という短い期間での 2級合格は、とても立派な

ことであるO 日本語教師の卵である筆者らにとっても、勉強熱心で努力家のKくんと出会えたこと

が刺激となり、「教える側Jと「教わる側Jという立場ではなく、互いに学び合いながら勉強がで

きる機会に恵まれたことを本当にうれしく感じている。

さて、 2級に合格し、日常生活でほとんど困ることなく日本語を理解できるようになったKくん

だが、現在、彼の最大の課題は、なめらかで自然な会話技術を身に付ける、ということであるO

らは、頭ではわかっているが、自分の言葉でなめらかに話すことができない、という Kくんのも

どかしそうな様子を今まで何度か目の当たりにしてきた。そして、 Kくん自身の、「日本人の友達

と素見しく3吉せるようになりたいJ、という

た。具体的には、

3点について反省＠検討を行った。

もあって、“自分のことばで話そうい会話

った今までの学習方法を見直すべく、以下の

(1) 口頭練習の見直し：常に教師が質問役、 K くんが回答役というスタイルを改める。代入練習、

変形練習など、型にはまった練習ばかりでなく、自分で考えて自由に話す機会を多く与える。

(2) 日本語を話す機会を増やす：教師と学習者という立場以外での会話練習の場を作る。学校以

外で生かせる日本語を教えるO 教師の説明を少なくするO また、伺か言おうとしている時に

すぐフォローせず、最後まで話す努力をさせる。

(3) 話題作り： Kくんが興味を持ち、教師と双方向的な会話のやり叡りができるような題材を用

る。その話題について自分の考えを言い、相手の意見を開く練習をする。

まず、中級学習者向きで場面に郎した会話文が多く出てくる教科書を選び、会話の練習を行った。

内容は比較的簡単に理解することができ、会話によく出てくる表現などを知識として覚えることが

できた。しかし、会話のなめらかさという点では、あまり進歩が見られなかった。どうしても

でいるように関こえてしまうのであるO “ある表現を使って円という制限によって、その

形式に即した文を考えなくてはいけないため、自然でかつ自由な会話は生まれてこなかった。よっ

て、このような練習では、表現のバリエーションを知識としては覚えることができても、実際に提

えるようにならないと判断し、再び教材と学習方法を検討し直すこととなった。

次に選んだ教材は、『IntermediateJapanese.JI （水谷信子著）で、長文を読解し、その内容を口

頭で要約する、という方法で練習することにした。この教科書は、身近な日本文化について

を叡り上げているので、 Kくんも気楽な気持ちで取り組めている様子であった。筆者らは、まず、

書かれていることを題材に話すということに噴れてもらい、その後、自分のことを自
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は学校にだけあるのではなく、もともとは受け入れ態勢を整える前に法改正をし受け入れを始

めてしまったことに問題があったのであり、その中で必死に対応しようとしている学校側や先生方

を批判するつもりはないことをことわっておきたし＇ o ) 

はもともと外国人児童＠生徒教宵について関心を持っており、学部生時代にもボランティア

としてブラジル人見童＠生徒を指導していた。 Kくんの指導を始めてからも地元の小＠中学校にボ

ランティアとして通い、特に中学校では加配教員がいなかったため、 4人のブラジル人の男子生徒

を避に一度、一人で教えさせてもらっていた。まずどうやってやる気をもたせるか，から考えなけ

ればならなかった彼らの指導と比べて、 Kくんに教えるの くほど楽なものだった。彼の日本語

の勉強に対するそチベーションの高さとひたむきさにはいつも感心させられるのだが、それと同時

に今まで指導していたブラジル人の子供たちは「勉強したいjと思うことすらできないような状態に

いることが多く、それを考えると言いようのないもどかしさを覚えることがあった。

その違いがどこからくるのか，原因は一つではない。親の考え方、来日目的、それまでに受けた

、子ども自身の個性…。しかし、決定的に違うものがあるO それは彼らの勉強する環境であるO

力不足のボランティアとしては言いにくい部分もあるのだが、やはり Kくんは（後に来日し、附属

したAくんも向襟である）恵まれた環境にあると言える。彼は毎日、授業後にボランティ

アと日本語や教科の勉強ができる。日本語能力試験に向けての勉強はもちろん、定期試験前には日

しい教科も、十分でないにしても勉強することができる。そしてKくんの学校には「日

したいjという彼の希望を尊重し環境を整えてくれる先生もいる。先生方はボランティア

に協力的で、私たちにとってもとてもやりやすい探墳を作ってくださっているO 大学の附

ということでボランティアが得やすかったという条｛牛も大きし1かもしれないが、来日時たつ

つ比百子生りために動いてくださる先生方がいらっしゃったことは、 Kくんにとって最も

ったことの一つだろう。

その一方で、筆者が知っているブラジル人の子供たちの中には、特別にフォローもなく分からな

日中間いていなければならない子もいた。手のっけられないほど教科学習が遅れている

ため、テストも受けず＼学校を休みがちになる子や、母語も日本語も中途半端な能力しかなく、ア

イデンティティが確立できていない子もいた。日本人の子供用の知能テストを翻訳したものを行い、

知的障害ありと判断された子さえいた（このようなテストに文化的背景が含まれていないことはな

いだろう。それを考躍に入れずただ翻訳したテストを用いてこのような判断をしてよいのだろうか）。

そして、多くの先生方が何とかしなくては、と，思いながらも何をしていいかわからず、日々の忙し

さかもなかなか彼らの指導にまで手をまわすことができないという現実も見た。また、学校という

組織の中lこボランティアとして入ることもそれほど簡単ではなかった。ボランティア自体を大々的

している学校はそんなに多くないように思う。

このように、筆者が出会ってきた“普通”の外国人克童＠生徒とKくんの環境の違いはあまりに

も大きし」もちろんKくんは素直で努力家で、夢を持ってがんばっている。そんな彼だからこそ多

くの大人が応援したくなるのかもしれない。しかし、もし少しでも環境が違ったなら、私の会った

子供たちも普通に夢を持ち、前に進んでいけるような児童＠生徒になっていたのかもしれないと思

うと、今からでも何とかしなければ、という伺かにせかされるような気持ちになるのであるO

122-



していくには

ごくまれなケースと考えて良いだ、ろう。「日

4. 3. 

Kくんのよう

て

したいjと思うすべ

いられるわけではないことは明らかである。しかし、こ

いわけがないことも明らかだ。

まらず、諮在が長期fとする

きくなっているのである。そ

してしまうよりも、日本と設ちの母国と

自

り、

のこと
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それではそのためにはどう

たことをまとめてみた。

いか。向が変わる るのか。いくつかの視点から

ヰ. 3. 1 . る

以前、教員志望の学生を対象に外国人児童＠生徒の教育についてのアンケートを行ったことがあ

る。そこで誌次のような質問をした。

7. 母国を離れて日本で生活する外国籍の子どもの言語教育についてどう思いますか？最も近いものを

選んでください。

a.第二言語を話せるようになることよりも母語を話せなくならないようにしなければならない。

b. 外国で生活するには，まずその国の言葉を学習することが必要で，母語のことはあまり考えな

くても支障はない。

c.第二言語が上達すれば母語の発達iこも役立つO

d.母語が発達すれば第二言語の発達にも役立つG

8.母国を離れて日本で生活する外国籍の子どもの教科教育についてどう思いますか？最も近いものを

選んでくださし'o 

a.言語教育だけでも難しいのに教科教育まで行うのはばぼ無理である。

b. まずはその留の言葉を話せるようになることが第一なので、教科については日常会話ができる

ようになってから考えればよL'o 

c. 自常会話ができなくても子どもの母語で書かれた教材を能って、子どもの成長段暗にあった教

科教育を日わなければならない。

d.言語教育と教科教育を問時に行うことが可能であるO

11. 日本で生活する外国籍の子どもにとって最も大変なことは何だと患いますか？

a. 日本語で話せるようになること。

b.母語を忘れないでいること。

c. 日本の文化や習？震に積れることO

d. 母国の文化や習墳を忘れないでいること

13.授業についていける第二言語を習得するまでどのくらいかかると思いますか？

a. 1年 b. 2年 c. 3年 d. 4年 e. 5年以上

17. 日本語のわからない外国人子女（児童＠生徒）にどの程度の指導が必要だと思いますか？
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a.子どもは生活の中で自然に日本語を覚えていくので、それほど指導しなくても大丈夫である。

b. 日常生活の言葉はすぐにできるようになるが、国語の教科書を用いてひらがなや漢字などを教

えていく必要がある。

c. はじめから文字や文法などをきちんと教えていく必要がある。

13番についてはいくつかの調査から 4～5年以上かかると言われているが、その他の問題は正解

がある、という費問ではない。筆者なりの答えはもちろん吊意していたが，被験者である

の学生が将来外国人児童＠生徒に出会ったときに、こういうことを考えてほしい、こういう考え方

もあるんだ、ということに気づいてほしい、という気持ちもこめて行ったアンケートだった。

新学期，自分のクラスにいきなり外国人児童＠生徒がいて戸惑いを感じない教師はいないだろう。

母語がわかればまだしも， コミュニケーションがとれないのにどうやって教えればよいのか，と頭

を抱えるのではないだろうか。しかし、その時もし、媒介語がなくても日本語を教えることができ

ると知っていたら、そしてその教え方を少しでも知っていたら、それだけでかなり負担が軽くなる

だろう。それから教科学習にしても、日本人児童＠生徒と同じようにできるようにならなければな

らなし＼という思い込みを捨て、本当に重要なポイントをわかる言葉で説明すればいいのだ、と思

うことができれば、また少し気持ちが楽になるのではないだろうか。つまり、ただ「知らないJと

いうだけで、必要以上に問題を難しくしているということもありうるのだ。今までの思い込みをな

るべく捨て、外国人児童＠生徒の教育を新しいものとしてま［］ることができれば，教師は変わること

ができるのだと思う。

i二！

なく、新たな視点を持ち、彼ら

ものだけ しようとするのでは

、3
2
し
u

・

ん＼

そ そのことについ

た現在

しいとは忠うのだが…。

いての知識はほとんどなく、

たことがないという人がとても多い、というものだった。これほ

教師として一度は彼らに接する機会を持っと予想で

きる。それなのに教員養成系大学で外国人児童＠生徒教育についての授業を特別に行っているとこ

ろはほとんどないのではないだろうか。もちろん「社会問題Jとして取り上げられることはあるだ

ろう。しかしそれだけではなく、「伺を考えなければならないのかJ「どう指導すればよいかJとい

うような日本語教育の立場から見た呉体的な解決方法について考える機会を持てれば、

人児童＠生徒を指導するときにヒントぐらいにはなるのではないかと思う。現場の先生方よりも知

識を学びやすい学生のうちに、いじめや障害児教育と同様に、外国人児童＠生徒教育について学ぶ

機会が増えれば、と期待せずにはいられない。

4. 3. 2.親が変わる、そして子どもが変わる

外国人児童＠生徒の多い学校には時々 クラスがある。その担当の先生のお話を聞くと、親と

連絡を取ることがとても大変だという。子供の教育について熱心な親は良いが、託児所代わり

校に通わせるような、かなりいい加減な親も多いようである。

子供の教育についてあまり考えずに来日する親が少なくないことは大きな問題であると考えるO
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日 るときに、日 と じもの し付けるべきで

¥tつげではないと考えて

なると思

はないと思っているが、だからといつ

いる。やはり、鄭に入っては郷に従えの部分もあり、そ

うからである。そしてそ

1と言っても「お母さ

あってほしいの

ったか

1たくなることも時々ある。いっそブラジ

jレールや習信号理解することは必要ではないだろう

きだと店、う。しかし今の段階では

わせる

そ

いのである。そ

日

にっし

いけなし

のではないだろうか。そし

ままではブラジルでも日

る
o
 

v

つ

日

ろだゆっ会仇して

も生きて

3. 3. る

3月にあるブラジ

やめてし1く子供たち

ろうとしている

かなか得られないそうである。

のではないだろう

した。そ

日

をしないのはやiまりおかしい

してもらっているのであれば、その

ブラジル入学校に入るにしても

るべきではないだ

ろうか。

の

のようにし とっても決し はないと忠、う

ヰ．

いてはまだまだ、たくさ

ることは難しい面がある。しかし

スでもあるG そのために

ことについてさまざまな角度かち

る。たしか 中に

る大きなチャン

も

なってくるだろう。

もらえれば、と思うことがあ

る。たとえ ことだと思うし、

どのよう

していくか、それから外国の人と

とは向か…テーマは数限りなくあるむ揺り

たらどう

のか、そもそも

そ

流ができ

Kくんと

けられているか、臼刀川百子生V.,JJ_L場んつ

なるにlまどうしたらいい

るだけでなく、

るような、そして告分のアイデンティティについ ることができるよう

とっ

たことで、ブラジ

なると思うのである。

なっていた私の霊長の中をもう め
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ことができた。このようなチャンスを与えてくださった附属学校の先生方，それから不十分な

ついてきてくれている Kくんに心から感謝したいと患う。これからもKくんがどんな大人に

なるか、楽しみに見守っていきたいと思う。

資料：外国人克輩＠生徒の受け入れと教育の現状

ここでは外国人児童＠生徒の受け入れと教育についての文部省の調査結果を紹介したい。

＠文部省の調査によると日本語指導が必要な外国人子女数は、平成12年 9月現在、公立の小＠中＠

高等学校及び盲＠聾＠養護学校に18,432人在籍し、学校数は5,235校にのぼっている。また、こ

れらの児童生徒の母語はポルトガル語、中国語等65言語にもわたっているO 在籍期間の調査では

2年以上という児童＠生徒が46.4%おり、長期化の傾向があることがわかる。

＠日本語教育が必要な外国人児童＠生徒に対する施策状況としては、以下の12項目があげられて

おり、各都道府県の教育委員会によって行われている施策で多いものは販にし 2、9、11、4、

8などになっている。

(1) 日本語指導協力者の派遣（相談員を含む。）

(2) 外国人子女教育担当教員の研修

(3) 教育椙談等の実施

(4) 外国人子女教育連絡協議会等の実施

(5) 外国人子女教育研究協力校（地域）の指定

(6) 拠点校（外国人児童生徒を日 ため

の指定

（？） センタ る 日

け入れ在籍させる学校）

ために受け入れ、司

(8) 

得） 教員用指導資料＠手引き

（間保護者用ガイドブック

(11) 日本語指導等に対応する加配教員

(12) 教材購入費等の予算化

連絡文例集及び会話集を含む）

子佳

5.非漢字系学習者の漢字学習とその指導について－ Aくんのケースを中心に

5. 1 .はじめに

自本語学習者が「読むJi書く」技能を身につけ向上させようとするならば、漢字学習は避けて

通れない学習項目であるO 漢字は日本語の中でも語棄と深く関わっており（玉村1993）、文章の内

容理解には漢字の知識が欠かせない。日本の中学＠高校に留学している外国人生徒が母語話者に混

じって授業についていくためには、どのような漢字指導をしていく必要があるだろうか。本稿では、

名古麗大学教育学部附属中＠高等学校に留学中のAくん（非漢字系学習者）のケースを取り上げな
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がら、 つい ？こい。

は、 1. Aくんの日

ム」
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＼
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る

る

と

き

となっている。

4. 

している と

5. 2. Aくんのケー

5. 2. 1. Aくんのこれまでの詔

と

iつ

Aくんはおむ年 9月

2002年の 4丹から

はしたことがなく、日

日し、 3 

5ヶ月；開つ l立、 lま

はぽとんどゼ、ロ

クラスメートとも少

とコンゼューターについ

とし

日前試日

っfこが、

るようになってきた。

しんでいるはコンビュータークラ

ょうである。

Aくんへの日

間（ 1ヵ月

立J(Japan 

として遺品目〈教師 2名が l人2B 

というかたちで？子った。 Aくん

り

うなったのだが、それができたのはAくん

はAくんにとって 3つ自の外国語なので、今ま

’コ

たからである。自

と

りこ

Aくん

るようになっているのかもしれない。

ことJ し始め

クラスメ

きる

クラスメートと話すようになってか主

り滑らかになってきているように思われる。「罰くことj は

ナチュラルスピードの日本語になかなかついていけないようだが、これも

るようになってきたようである。「読むことj と「書くことJ

についてはひらがなやカタカナ

うである。 Aくんに日

いが、漢字の万の読み書きはやはり一筋縄ではいかないよ

しいかと聞くと、文法や発音の開き取りではなく

という ってくる。

Aくんのこれまでの日

た。しかし、これから

でいく

としての側面も

は、どちらかというと

も

こと＠聞くことjが中心だつ

こと＠書くことj の練習を増やし

していかなくてはならない。

ある。

5. 2. 2. Aくんとこれまで

これまで く一通り終えてしまうことを自壊にしていたので、漢字学習と

そ

I .註j

くことができなかったというのが実情である。初級用教科書「げんき

ら成り、 その課に出てくる ワストがついてい

る。「げんき IjではAくんはレッスン中に リストを使って新出語の読みと

ワ
t

n，L
 



漢字を使った書き方を確認した。最初の数課はレッスン中に語葉リストの漢字を書く練習もしてい

たが、それをするとかなり時間をとる。そのため、途中からは漢字を書くのは家でやってもらい、

本人が望んだら練習ノートをチェックするというかたちにしていた。 Aくんが持っている説教材は、

漢英字典、漢字練欝帳、漢字についての参考書であるO

Aくんが漢字についてよく持つ疑問は、漢字の偏やそれ以外の部分とその漢字全体の意味のつな

がりであるO 例えば、「湖」にはなぜ古いという字が使われるのかといったような質問をしばしば

してくる。漢字の多さに圧倒されながら、何とかして自分なりに漢字の形と意味の関に一貫したルー

jレを見つけようとしているのだと考えられるO また、同音異義語の意味の違いの区別にも戸惑って

いるようである。

5. 3. 非漢字系学習者と漢字系学習者

5. 3. 1. 非漢字系学習者

日本語の学習者の漢字学習を考える時は、非漢字系学習者と漢字系学習者とを忍別する必要があ

る。それは、非漢字系学習者と漢字系学習者とでは漢字を学習する擦に直面する問題が違うからで

例えば漢字圏（中国など〉の学習者の場合は、漢字の中のあるものの意味や使われ方が母

と日本語とでは違うことに混乱する可能性がある。しかし、漢字の持つ性質や特徴についてはまっ

く白紙状態ではない。一方、非漢字圏〈欧米など）の学習者の場合には母誌で使われる文字（ア

ノレブァベットなど〉と漢字の違い自体が問題となり、まずそ

くてはならない。同音異義語の多さ

あるが、基本的に漢字学習においてスタート地点そのもの

ることから始めな

しいと感じる問題も

る。

5. 3. 2. 

トリーニ（1993）は、

こる問題点、

る特に起こる代表的な問題として次

の2つ いる。

しく組織化されたモデルに従って漢字（特に複雑な漢字）を読み取ったり、

似の漢字や共通の講成要素を含む漢字を識別するのに困難を感じるO

しい大きさに正確に書写することができない。

そして、この 2つのうちでも特に①が大きな問題であること、つまり漢字の認知、識別が慣れて

いない者にとっていかに難しいかを指摘しているO これは漢字を見積れている私達母語話者がその

あまり気づいていない問題だといえるO 初級の非漢字系学習者はまず、漢字の見方がわか

らない。 トリーニ (1992）は①の問題が生じる要因としてアルファベットと

を説明するO アルファベットが線上に展開する線状性の文字であるのに対して、 は長方形の空

占める二次元的な空間性を持つ文字で、ある。アルファベットを能う欧米の学習者にとっては、

は線の複雑な集合体であって、漢字が複数の小さな空間的構成要素から成っていることに気づ

くまでには時間がかかる。石田と小山（1971）は「読むJ過程を知覚の面から知るために眼球の

動きをアイカメラで観察する実験を行った。その結果、日本人は一定のリズムで眼球が動くのに対

し、外国人学生は漢字ごとに停留点のある眼球運動を行う傾向があるのがわかった。このことから

no 
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2つ

されている。

しさがうかがえる。

さと譲雑さ

5. 3. 3. 

(1993) 会
。

く、

いる。

る ある理

串

とするO

という

くべきことなどは、

ものにかぎり、

としない。

lこ周知させる。

り もたせる

る し、第 2期

るトレーニン

している。

ものであってそれを自的にしなし）o

ある

といえる。トワーニ (1992）の指摘をかんがみると、

日だと考えられる。

にも安藤＠坪井 (1975）、石田 (1977）、 JIi (1993) 

これち

トリー

．真‘ Aく

レーニン

えて、

ることにしfこO トレーニン

るAくん ト

(1974) 

り、それをさら した。

上 トレーニン

ち大きく 3つのグノレー

どんなタイプがあるのかを見せる。

目的：①後日、偏＠芳 e冠な

②後吾、

なる。

るO さらに、それぞれのグループに

けるときのヒントになる。

占めるといわれる のヒントに

くよう、百三のバランスをとるヒントになる。

よって a、 b、 cのそれぞれのタイ

はまる漢字の伊jを示すn こ

しfこカード

に出てくる

し、次に

る必要はこの型に
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ない。その後、未提示の漢字（「げんき IIJ読み書き編の漢字）のカードを見せ、ど

のタイプに当てはまるか分類させるO

このトレーニングを 2回（2002年 4/8、 4/12）行ったところ、 Aくんは興味を示して取り組ん

だ。このトレーニングをやった次のレッスンで行った漢字の小テストでは90%の正答率だったので

漢字を覚えるのに役立ったかもしれない。本来ならば、教科書に漢字が現れる前にやっておくべき

トレーニングであるが、今はとにかくこのグループ分けが定着するまでしばらく続け、効果につい

てAくんに感想と意見を聞いてみるつもりであるO

5. 4. 2. Aくんへの今後の漢字指導

漢字を初級教科書に出てくるJI畏に 1字づ、つ学習しているだけでは、漢字全体の概念はなかなかっ

かめない。そこで、漢字がある程度分類できる量になったときに共通の形をもっ字を集めてグルー

プにまとめさせるタスク（安藤＠坪井1975）も夏休みなどを利用して行ってみたい。また、漢字の

習得数を増やすために漢字の小テストをできるだけ多く行う方がよいと思われるO 意味については、

しできるだけ多くの文脈の中で漢字を見ながらその意味を類推する機会を作る必要が

ある。音器IIの読みわけは、音読を何度もさせるほか、湯桶読みなどといった漢字の熟語講成のパター

ンについてもできれば少し説明したいと思う。

5. 5. 考察：中学校＠高等学校！こ留学してい

5. 5. 1. 外題人生徒と読み書きの技能

目的、

と

は、

ってくる。日本の中学校 e

クラスメートとコミュニケーションで

、
斗
A
M

ヲ
り
て

か

し

占
…
そ

観

。

う

る

1

、

い

れ

に
え
」
と
ヲ
り

きるだけつけること となるO 特に授業理解

くJ技能に加えて「読むJ＂「書く J技能のレベノレアップが求め

くJ力をつけるには、ある桂疫の漢字を知らなくてはいけない。

これからずっと日本で暮らすわけではないのなら、授業をわかることまで要求しなくてもいいの

ではなしゅュという意見もあるかもしれな i,¥0 しかし、先生やクラスメートとコミュニケーションで

きても、授業内容がほとんどわからないまま授業中座っている状態が 1年以上続くのは生徒にとっ

ては糖神的な苦痛ではないだろうか。クラスメートとのコミュニケーションといっても母語話者で

はないので会話の内容や程変は限られてしまう。ましてや日本語学習を始めて数ヶ月から l年では

会話の力はまだそれほど高くはない。大学や日本語学校の場合には、留学生は多いので留学生向士

まって話をし、授業内容について確認したり励まし合ったりすることができるが、

等学校の場合は留学生の数が少ないのでそういうわけにはいかない。そういう状況の中で長期の留

る外国人生徒が母語話者に混じって自分に自信を失わず学校生活を送るには、学校の授業が

少しでも理解できるように努力をしていくほかはないと思われる。それにはもちろん生徒本人の意

欲と努力の継続が必要なのだが、同時に周囲の支援も大切である。
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5. 5. 2. げる

となるのは、いか く

していくかということだろう。

させるようにカリキュラムが組まれている。そして、この 8

く

のよう

れる。しかし、

していくわけに泣いかなし」そのためには、

は、こ

ストをこまめにf子ったりして

していくことも

に励ましていくことだと思う。

ろう。そして、 りも の しないよう

5. 

っていること
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き編に出て
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Kく

くる漢字数が317なので、少しずつ1000レベル

える。 2001年 5月からタ土田十砂扮官時特i治 区
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5. 6. 

Aくんのケース

fこO

どこ

しながら、 関

している外

する

ものである。そ

り

には、司

ること

ため

した

ていくため

おいて自分が少しずつでも向上し続けていると感じ

また、このような状況に置かれている外国人生徒を励まし支えていく

ち しながら、いろいろ を呉｛本的な形で行っていかなくてはい

けないと忠、う。
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6. 初級日本語学習者とどのように話すか

6. 1 .はじめに

昨年の11月からAくんの日本語のレッスンを担当することになった。筆者は日本語教師歴は無く、

日本語教育の知識もほとんど無く、完全に手探りの状態からのスタートとなった。

くんは来日したばかりで、ほとんど日本語が話せなかった。知っていたのはあいさつ

葉、数字の読み方、ひらがな、カタカナ、数字の漢字くらいだったように記憶している。 Aくんの

努力の結果、 3ヶ月もすると 1冊目の教科書が終わり、様々なことについて筆者らと話をするよう

になっていた。しかし、この頃Aくんの学校の先生から、「学校で先生方と日本語で話をしないJ

「日本語が話せないと思われているようだJという報告を受けた。 Aくんは自分でも「内気な性格J

と言っており、そのような性格が影響しているものと考えられるが、能力があるのにコミュニケー

ションが取れないというのは残念なことであると感じた。コミュニケーションが取れないことの原

因にはAくんの性格や能力といった点があるものの、筆者らとはコミュニケーションが取れていた

ことを考えると、「日本人Jの側にもコミュニケーションを取れなくさせている要因があるのだと

るO 本稿では、日本語の初級学習者ともっとたくさん話をするために気をつける点について、

、た範囲で指摘していきたいと考えている。

6. 2. 7 ;;t…リナー＠トーク

Aくんが教室外で話ができない原国のーっとして、周囲の日本人が「普通の日本語Jを話すため

に、話すスピードが速すぎたり文が複雑すぎて理解できないということがある。私たちは誰でも相

よって言葉を使い分けているO そのうち日本語が上手でない外国人などに向かつて話す話し方

を「フォーリナー＠トークJという。例えば、ゆっくりと話す、短い文を使う、語句を省略しない

などである（坂本ほか 1989）。こうしたフォーリナー＠トークは、相手の日本語のレベルによって

意識的＠無意識的に調整するものであり、段賠的なものであるO 日本語がかなり上手な外国人に向

かつて普通と違った話し方をすることは、相手の自尊心を傷つけることがあり（坂本ほか： 1989）、

外患人にはフォーリナー＠トークを能えばいいというわけではない。しかしAくんのような日本に

来て間もない自本語学習歴の短い学習者にとっては、フォーリナー＠トークは助けになると思う。

6. 3. ティーチャー＠トーク

フォーリナー＠トークの一つ、またはそれと類似するものとして、「ティーチャー＠トークJと

いうものがある。これは語学教師が学習者と話すときの話し方である。特徴としてはフォーリナー＠

トークにあげたものの他に、既習の語葉＠文法を用いるなどがある。筆者もAくんと話しながら

「これはまだ習っていないから理解できないだろうなJと気づいて、既習の表現で言い直したりす

ることがあった。学習者が初級後半のレベルだとすると、こちらが話したいことの多くは既習の文

き換えることができ、意志の疎通は広い範囲で可能である。

だが、これもフォーリナー＠トークと同様、教室以外の場面で過剰に使用すると「自然な日本語j

に触れる機会を奪い、学留者の日本語上達を妨げる可能性があり、日本語教授場面以外での使用に
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る。 しか と る あると

れる。

は判断しづちい。この状況

らせる

ノートのようなものを書きクラス内に置くと

か、日本語教師が学習内容などを書いた簡単な報告書を学校側に定期的に提出するといったものが

1ておくだけでも、

していないと、

寺仇

る劫けになると思う。

自

ある／レーマニア

もそ

なり、「ルーマニアのなぜることができる。

いjと患ったとする。そのときAく

と言っても全く

「～てくるjなどがま

ありま

を

たいな。

きなし功玉もしれなし'oこれ

る るには「jレー

マニア ) 
0 

そのときにもし すか？ Jと

いった質問が生まれ、会誌を続けることができる。わからないこと

問もしやすくなるが、文法がわからないと質問することを諦めてしまう恐れがある。

な日本語になる場合もあるため抵誌を感じる日本人もいるだろうが、大切なのは学習者と日本人が

お互いに「理解し合えたJと感じ、お互いが「もっと話したいJという気持ちになることだと思う。

さらに簡単にできるテクニックとして、費問は「～です（ます）か？ム指示＠命令。故頼など

は「～てくださしリ、勧誘は「～ましょう j などに統一することがある。それにより少なくとも

されたjf今、何か頼まれているjということがわかるG 実諜の日

と文の形は対応しておらず、「相手に何らかの行動を求めるjというときにも「～てくれる？ J「～

しなさいJ「もしできたち～ていただけるとうれしいんですがjなど様々な形がある。しかし

まだ限ちれた表現「～てくださしリしか学んで、いないため、このよう と

忠、われるO

6.ヰ．おわりに

と うとき

の

る点をいくつかあげた。「初級の と

る。 円
口

ている方がいたら、それはとても残念なことであ

ってくると、単純な文法を吊いればたくさん

きるようになっている。

は、ぜひたくさん話しかけてもちいたいと思う。ほとん

じなくても、絵を描いたり英語などの媒介語やジェスチャーを使えば、大まかな意志の疎通ができ

る。はじめはとにかく意志の掠通をし、お互いに理解し合えたという経験がその後の人間関係を形

成していくのだと患う。そして「もっと話したいと思う日本人の友人＠知人がいるJということは

学習の大きな動機付けになるO （跡部千絵美〉
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7. 附属学校で学ぶ外国人留学生の姿

7. 1. 多犠なバックグラウンドを持った留学生の受け入れ

アジアを中心として世界各国から多数の留学生を受け入れている名古屋大学。その教育学部の附

ある本校においても、大学同様に世界の幅広い地域や国からの外国人留学生を積極的に受

け入れているO 平成15年 2月現在、ルーマニアからやって来たAくん (16議）、韓国出身のYくん

(16歳入そしてベトナム出身のKくん (18歳）の 3名が本校で学んでいるO ルーマニア人のAくん

は、本校の中学3年生のクラスでの約半年間にわたる体験入学期間後に、中学3年生への転入試験

に合格し、正規の生徒として中学3年生のクラスに在籍しているO また、ベトナム人のKくんも同

に、約半年間本校の中学3年生のクラスに体験入学した後、本校の高等学校の入学試験に見事合

して、現在は高等学校 2年生のクラスに正規の生徒として在籍しているO 韓国人のYくんは、約

11ヶ月間の予定で本校の高等学校 l年生のクラスに体験入学しているO

この 3人に共通する特徴は、次の 4点である。

①約1年間から 3年間（以上）にわたって、本校に長期間留学している。

②本人の意思に反して、 日本にやって来た。

日本語がとても流暢である。

日本文化や日本の学校文化にスムーズに適応し、

のような特徴が 3人すべてに当てはまることは、

しでは、クゴゴ日十時十砂階ぽ11(,奴音器

日

に昆事にとけ込んでしまっている。

いことであるO ことAくんと K

ランティアの先

あるいは日本文化紹介からカウンセリングまで、多岐に渡るサボー

ト

き

に行って下さっている。このことは、彼ら

であろう。

きな要因は、

スムーズになじむことがで

しかし ある本校が、諸外国の異なる における学

に柔軟に対応することができるシステムを持っていることと、多くの教職員と

が、外国人留学生に対して寛容である態度や姿勢を持っていることであろう。外国人留学生が快適

に過ごせる学校。そんな側面も本校は持っているのである。

7. 2. 「附属学校→大学jのベクトルを持った高大連携の取り組み事事1J

ところで、本校では、こうした留学生の受け入れに関わって、先述のような「大学との連携Jの

取り組みのーっとして、大学院生のボランティアを募り、日本語指導を行ってもらっている。この

取り組みは、「大学（大学院）→本校Jというサポートの流れによるものである。その一方で、

校→大学Jというサポートの流れによる取り組みも行っている。その一例が、平成15年 1月10日

（金）に筆者がコーディネイトして行った、 Aくん、 Kくん、 Yくんの 3人の附属学校留学生によ

るパネルディスカッションである。この取り組みは、筆者を含む附属学校教官数名で担当する

屋大学の教職課程の講座『教育原理IV（教科外教育論）』の一環として、「国際理解教育Jのテーマ

で筆者が講義を行った擦に実施したものであるO

平成14年12月初旬、筆者は平成15年 1月に予定されていた「国際理解教育Jをテーマにした講義
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というものは、 ユネスコ 1て始め

して

っていた。そもそも

られたものである。日

し1る。しかし、日

マとされてき

れたが、それ

でしばし

jレディスカッションを通じて、

してしまったこと

今
C

I

しん〕

るのではなく、ノマネ
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から求めたりしながら、インタラクティ り
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ぐれな思いつきj的
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いわけでそ
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る者、こっそりとノート

ってくる。まじめに

1ている

し

日 いる むしろ、つまらな しようものなら、長P

ださし＼。みなさん

の協力を依頼した時には、 3

れ、シビアな 1）アクションが返ってくるのである。

くん、 Kくん、 Yくんの 3人を連れて講義室に向かった。

た。留学生の 3人には、「どんなことでも長いので、名大附で

じたこと、発晃したことなどを自由に10分程度話してく

と比較してくれでもいいですよリ事前に筆者がこの企爵へ

よく引き受けてくれた。この日、講義が始まる前には、

? (Aくん）Jr緊張しますね….CKくん）J「どんなことをしゃべってもいい

しゃべったらいいのですか？

していた。

「3人に10分ず、つ話してもらって、 5

くん）Jと言いながら、 3人は大学生を前iこ話をする内容を践の

これ

45分が終わるので、その時点で 3人には帰ってもらおう。

るとしようJと、ぼんやりとし

な

ていた。

7. 3. 

16時30分。

自を還して晃た詰

りに講義を始めた。「みなさん、こんにちは。今日は がテー

マです。講義の前半部分は、

スカッションを行いますoJ

決めたKくん、 Aくん、 Yく

くつか紹介したい。

Aくん、 Kくん、 Yくんの 3入によるパネルディ

きょとんとする中、ジャンケンで蝦番を

た。以下、 3人の話の中で印象深かった発言をい

んノ

＼

口

M

K
＠
 る前は日本のこと く知ちなかった。日本人誌今でも し¥ ってい
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ると思っていた。

＠私はベトナムではよくしゃべる方だが、日本語が難しくてすらすら話せない。日本に来てから

口数が減った。もっと E本語が上手になりたい。

＠日本の学校は素晴らしい。輯から晩まで生徒の面倒を見てくれるO ベトナムでは、学校は朝7

時に始まり、昼の12時に終わる。弁当はいらない。午後からは塾に行くか、スポーツセンター

でスポーツをするか、何もしないか、選ばなければならない。

＠ベトナムの学校では、ークラスに50人ぐらい生徒がいる。テストの時にはカンニングをする生

徒が多く、不公平であるO 日本人はカンニングをしないので潔い。

＠日本の先生は、生徒のことをよく気づかつてくれて親切。ベトナムの先生は教えることだけが

仕事で、普段は生徒と話などはしない。

《Aくん

＠日本の学校には行事が多い。遠足、球技大会、演劇鑑賞、学校祭、総合人間科（総合的な学習

の時間）のフィールド＠ワーク、合唱祭など。ルーマニアの学校にはほとんど行事がない。

＠ルーマニアでは、午前中は小学生の授業があり、同じ校舎で午後12持頃から 6時頃までは中学

生の授業が行われる。ルーマニアにいた時は、毎日午後から学校に行っていたので、今のよう

に毎朝 8時半に学校に行く生活は少し大変。

。日本の学校では膨大な量の紙（プリント類）が配られる。一日 いると十数枚もの紙をも

う。ルーマニアでは、テストの時しか紙をもらうことがないので、日本に来てカルチャー＠

ックを受けた。

＠日本の学校ではlまとんど宿題が出ないのでよい。ルーマニアの学校ではものすごい量の宿題が

出る。教師の仕事は「宿題を出すことjと「宿題を点検することJであるの

. ｝レーマニアには兵役がある。すべての男子は18哉、あるいは、大学に進学した場合は22歳で l

く。オプションとして、社会奉仕活動を兵役の変わりに選ぶことができるの

だが、実際に兵役より社会奉仕活動を選ぶ人は 1割にも満たないと思う。

《Yくん

＠韓冨では男子と女子は別々の学校に通っているO 日本に来たら男女共学なのに驚いた。その上、

日本の女子高生はスカートが短すぎる。自のやり場に菌るO

＠韓国では以前から教育現場では体罰が認められていた。患いことをすると、叩かれたり、耳を

ヨ！っぱられたり、グラウンドを走らされたりするO 一度、体罰を禁止する法律ができたが、や

はり体罰は必要であるということになり、その法律が廃止された。私も体罰には賛成であるO

悪いことをしたらその場で教えてもらえるし、痛いのがいやだからもうしないでおこうと気を

つけるようになる。しかし、日本の場合、先生は生徒をほとんど叱らない。いつも遅刻してく

るクラスメートがいるが、自分で「悪いことをしているJと認識している様子がなし、これで

は、いつまでたっても改善されないので問題である。

＠韓国の高校生は大学に入るために猛勉強するO 学校が終わってからも塾に行く。大学に入学す

ることしか考えていない。

3人は流暢な日本語で一生懸命に話をしてくれた。これほどまでに静かで熱心な授業態度は今ま
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でには見られなかったと言えるほど、 私
J ていた。 3入

ったらどうなるの？ J 13 

おいて、みなさんの

パネルディスカッショ

はいつまでも続いた。

あまりにもパネルディスカッション

もらうことになっ

したり、彼ら

念品

させ

るだけで辻、 るからって、そ

るのではなし市ユと心寵したが、予想に反し

てくれた。 Aくん、 Kくん、そしてYくんたち 3人の話がとて

じて世界が見えたり、逆に、日

の心をつかんだのであろう。また、何よりも、日

とても輝いており、魅力的でもあった。

つ

彼らの

たりしたことが、受講生たち

いて訴をする後ら 3人の姿は

7.ι 大学生が晃出した国際理解の視点（アンケートの記述より〉

Aくん、 Kくん、そしてYくんたち辻、あまりにも

つまり、彼らの存在があまりにも「当たり前jになりすぎているため、

とってはあまり彼らの存在から何かを学ばせてもらったり、気づかせてもらったりする

とけ込みすぎているので＼

しがちになっているようである。上述のパネルディスカッションを行っ

ち してもらったアンケートには、 き くされていた。

そのいくつ

e 3人の生徒さんの話

り方があると思う。しかし、

るO

っfこ。 に、日本には日

いて学び、いいところ

あ

と思う

とし、それはもちろん教育以外についても同じだと思う。日本という狭い

らわれずに物事を考えるのが国際化の第一歩だと思う。

とても努力家で、日本に溶け込んで理解しようとしている感じがし

て長かった。

もやっぱりまじめでいし

＠やlまり、

自

っし 4騒いたのは、留学生がとてもまじめなことで、名大関j議の子

った。

くだけで 日 てき 1と思う。

の状況が当然だとは患っていなくても、少なからず

っていたことを自覚できた。

けて長かった。理学部は留学生は少ないし、高校時代も自分のクラスには

いなかったので、同世代の話を開く機会誌無かった。あらためて、国によって学校制度の違い

を知ることができた。他国を知ることで、自分の国を知ることができる気がする。

＠今告の 3人のスピーチはとても勉強になりました。私には地の国の文化なども勉強不足で知ら

ないので、一般の人の生活に触れたようで勉強になりました。
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＠国によってこんなにも様子が違うなんて思ってもみませんでした。一番驚いたのが兵役の話で

した。隣の韓国でさえ、あまりにも日本と違っていて、自分の国際的な知識の無さにも驚きま

した。

• 3人の話を聞いて、あらためて自分はぬくぬくと育ってきたんだと思った。体罰も受けたこと

はないし、しごかれたこともない。怒られたこともほとんどない。これからは自分に厳しく生

きたいと思う。

• 3人のスピーチはとても面自かったです。 3人とも自分より 5歳ぐらい歳が下なのに、よくス

ピーチとかがで、きるなあとも感心しました。異文化を知ることの重要性というのが最近の教育

で取りよげられていますが、生徒だけでなく、教員もしくは教育関孫者が諸外国の教育制度や

異文化のことについて学ぶ積極牲を持つことも必要なのではないかとJ思いました。

＠留学生のみなさんのお話がおもしろかった。日本での文化＠生活が「当たり前のもの」だとい

う意識が気がつかないうちに私の中にあったんだな、と少し恥ずかしかったです。

＠今回の授業での 3人の話はとてもおもしろかった。隣国である韓国について自分が知らないこ

との多さに驚いたし、ルーマニアやベトナムのことなんて、ほとんど未知の世界だった。それ

でも 3圏全てにそれぞれの教育があり、もっと知りたいと忠、った。韓国の子が日本の教育につ

いてダメ出しをしているのが何となく小気味良かった。「何回遅刻しでも自覚しない生徒Jと

いうのは困るだろうなぁと思う。体罰が良いというわけでは全くないが、教員の地位が低くなっ

きた日本での生徒指導は大変だなあとも思った。

＠ゲストスピーカーの人が、それぞれに向けられた質問に対して、一人ず、っちゃんと答えてくれ

たことがスゴイと思ったし、良かった。設が彼らの立場なら、「僕はちょっと....Jとか「よく

わからなしリと口ごもってしまうだろう。

こうしたアンケートの記述を読んでみると、今回企画した開属学校の留学生3名による「国擦理

解教育のためのパネルディスカッションjは成功裏に終わったと評価できょう。清報化社会の成熟

に伴い、身の回りにはあふれるほどの情報が存在するにもかかわらず、知らないことも世の中には

依然として多々あること、外国に関する情報を通じて自国の状況を見つめ直す視点やきっかけが得

られること、実際に異文化の中で生きている外国人留学生によって語られる雷葉には力強さや説得

力があることなどを、この講義の受講生たちは感じ取ってくれたであろう。

7. 5. 小結

しかし、肝心なのは、 F付属学校における教育実践からのフィードパックが、名古屋大学における

教育に対して貢献できたという事実と、今回の取り組みを支えていたものは附属学校の教青が育て

た外国人留学生の姿であったことではないだろうか。前掲のアンケートの記述にみられるように、

3人の留学生の話を聞いて、大学生たちは大いに鷺き、そして大いに感動していた。大学生たちに

とっては「非日常的J存在であった附属学校の留学生たちの話から、貴重なものを学ぶことができ

たのである。私たち附属学校で学校生活を送る教職員や生徒諸君も、今一度、「日常的Jな存在と

なっている私たちの身近にいる外国人留学生の存在に日を向け、彼らの声に耳を（頃ける必要がある

のではないだろうか。そこから、何か新しい発見や感動が得られるとともに、お互いの関により良
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